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和歌山県紀の川市地域振興部 

    貴志川支所  福井昭子 

役 所          正  非    役所以外 正  非 

 

和歌山県庁      ８   県情提    ２ 

各振興局        ８ 

 

  橋本市        １  １   市社協    １  

 紀の川市      ２       市社協      １ 

 岩出市       １       市社協      １ 

 和歌山市       １   市社協    ２ 

                    福事団   １   １ 

 海南市        １ 

  有田市 

 御坊市 

 田辺市        １ 

 新宮市 

 

 かつらぎ町     １    町社協  １ 

  

 

手話通訳派遣について 

市単独 

橋本市・紀の川市・（岩出市）・和歌山市・海南市 

田辺市 

 

委託 

かつらぎ町・新宮市 

 

   

   

  

 

 

 

 

 

 人口  ６６，８２１（世帯２５，９４６） 

 総面積 228.24平方キロメートル 

 市の木・花・鳥 きんもくせい・もも・うぐいす 

  

一級河川「紀の川」が東西に貫流している 

 豊かな水や緑に恵まれた自然豊かな地域 

 農産物に恵まれ、果物の種類は豊富 

 

  

 

 身体障害者手帳所持者数  ３，５９７名 

  →聴覚障害数 １級～６級     ３５０名 

  →手話をコミュニケーション手段としている方 約3５名 

   →年齢層 ７０代以上       ９名  

           ６０代～５０代     ９名 

          ４０代～３０代  １１名 

          ２０代以下       ６名 

 障害者団体：紀の川市身体障害者連盟 

         紀の川市聴覚障害者協会 

         紀の川市障害児者父母の会   

 

旧打田町の場合 

資料① 

平成１０年「打田町役場への手話通訳設置のお願い」 

資料② 

平成１６年「合併にかかる聴覚障害者の要望事項」 

資料③ 

平成１７年８月 ｢会議開催」の呼びかけ 

資料④ 

平成１７年１０月 「紀の川市における手話通訳の配置について」 

 合併以前の設置状況は 

   打田町役場    H13年10月   常勤嘱託      手話通訳士1名 

   粉河町社会福祉協議会H12年8月 非常勤嘱託    手話通訳者1名 

   貴志川町社会福祉協議会              手話が出来る   ヘルパー  1名 

   岩出町社会福祉協議会                正規職員       手話通訳士１名 

   県の出先機関 那賀振興局          非常勤嘱託     手話通訳士１名 

 

 平成１７(2005)年１１月７日 『紀の川市』 誕生 

   近隣５町合併(打田・粉河・那賀・桃山・貴志川） 

   ＊岩出町→単独『岩出市』に 

 

 地域が広範囲、分庁方式・・・・・手話通訳は1名（常勤嘱託） 

  旧社協嘱託手話通訳や県振興局手話通訳に制限有り⇒大きな壁・・・原動力 

  市常勤嘱託手話通訳の増員⇒５月号広報にて臨時職員(手話通訳者）募集 

  平成１８(2006)年６月  ２名採用   紀の川市手話通訳 常勤嘱託 計 ３名 
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 平成18年 市長選挙 

 立候補者２名の戦い 「一騎打ち」 

 →地元聴覚障害者協会は各候補者に懇談会を申入れ 

   参加者：聴覚障害者・手話通訳者・家族 

         地元手話サークル員・通研会員 

   懇談会における手話通訳の手配は団体で行う 

 

 

両候補者とも、正規職員として手話通訳設置を約束 

 

 

 平成１７年１２月 紀の川市長 中村慎司氏 当選 
 初めての３月議会当初予算で手話通訳者の充実を図る 
                            →可決３月３１日 
 
 平成１８（2006）年 手話通訳士（者）公募  若干名 

  募集要項：年齢制限は柔軟に（有資格者の平均年齢を考慮） 
                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                           
 平成１９年４月１日採用 

        手話通訳士     正規職員 ２名  
        社会福祉協議会 正規職員 １名 
                  発達相談員        正規職員 ２名 
 
 聴覚障害者協会の取り組み 
  市障害福祉課との定期的な懇談会を実施(年１回） 
  市長への年始あいさつ 
  市主催行事への積極的参加 
 

 地域生活支援事業 

 【市町村事業】 
  コミュニケーション支援事業・・・8,000,000円 

    手話通訳者設置人件費（２名） 
    手話通訳者・要約筆記委託料 

    手話通訳派遣保険料 

 

統合補助金 

  県補助 約４分の１ 国補助 ２分の１×補助率 

                        （H24度約０．８） 

 手話通訳件数        年間 約1100件 
 内容 一覧表 参照 
  
 事業化したもの 

  →紀の川市手話教室講師派遣事業 
   【手話教室出前講座】 
    対象：介護関連事業所等 
        例：聴覚障害者を雇用している事業所 
          聴覚障害者が通う就労継続B型事業所 
 そのほか 

  →市社協主催手話教室講師派遣 
  →市職員対象手話教室開催 
  →高齢の聴覚障害者が利用しているデイサービス事業  
    所へのサポート 
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 ケースA ７０代のろうあ者夫妻 ２人暮らし 健聴者の子（隣市在住） 

       夫 ガン発病からターミナルケアまで 

       妻 重複障害（聴覚障害・軽度の視力障害）  

 最初は妻の腰痛に伴う診察の通訳依頼から 

 妻に同行する夫の体調不良を聞く→受診をすすめる 

 夫の検査や診察時の通訳・夫の病名について妻への説明と今後の予測 

 介護保険制度の利用につなぐ→通院や移動手段の確保・ケアマネ選定 

 入院時のフォロー→医師・看護師との意思疎通（毎日の訪問時間設定） 

 家族へのサポート→付き添いが難しい 

 退院後の自宅における支援体制→関係者の連携 チーム作り 

 ケース会議は２１：００～ 

  子・ケアマネ・ドクター・訪問看護・ヘルパー・手話通訳・市の保健師 

  ドクターからの一言に『！』  

         「手話通訳がいないと始まらんやろ・・・」 

          

 

 ケースB 夫（健）５０代  

        妻（難聴・就労継続B型事業所利用）５０代  

         子(健）１０代 

  夫の失業により、経済的困難に陥る→妻が手話通訳に相談 

  

  問題整理と対応策を検討 

   ケース会議：障害福祉課担当者・医療機関のワーカー・ 

           保健師・事業所の生活指導員・相談支援事業所 

 

    役割分担→債務整理・利用出来る制度に繋ぐ 

           困難部分へのサポート（申請手続きなど） 

           生活支援（具体的な返済計画や方法を協議） 

 

 東北地方大震災救援本部からの派遣要請 

 

 

   
厚生労働省からの調査 

• 全国の自治体 

• 全国の情報提供施設 

東北地方大震災救援本部が調整 

• 回答のあった自治体・情報提供施設に対して
派遣のコーディネート 

宮城・岩手・福島 

• 要請のあった各市町村へ出向いて通訳活
動をおこなった 

 

環境の変化とともに 

新庁舎ができて 

 市役所本庁 １名 

 貴志川支所 １名 

 市社協１名は社協へ 

 

職員減少→一般事務量の増加に伴う通訳活動への   

         時間調整・配分が困難になりつつある 

専門職としての位置づけ→明確化・質の向上 

県内に正規職員の手話通訳が少ない 

              →意見交換・情報交換が難しい 
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 役所や公共機関に設置通訳は必要であるのは 
 誰もが思うこと・・・どんな形で？ 
 
 「正規職員が良い」理由を整理する 
  たとえば・・・身近で困った人はいる？ 
  たとえば・・・災害が起こったときは？ 

 
 身近な事例から考えることの大切さを知る 
   こんな風になれば、住み易いのに・・・ 
   なんで、ならないの・ 
   誰がやるの？ 
   いつやるの？ 
             

 

 

 

  

今でしょ！！ 


